
（１） ２０２４年３月１日 第６９１号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

1,567,466,000
41,218

1

発行所　川崎医療生活協同組合　〒210‒0804川崎市川崎区藤崎４‒21‒２　発行責任者 星野 俊平
　　　　定価１部10円〒60円（購読代金は出資金に含まれています）ＴＥＬ044（270）5881

〈お願い〉　住所（住居表示変更含む）や家族の変更がありましたら、本部までご連絡ください。

３
月
号

　

い
ま
、く
ら
し
、

環
境
、
平
和
な
ど

の
面
で
、
全
く
市

民
の
立
場
に
な
っ

た
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
保
険

証
、
辺
野
古
埋
め
立
て
代
執

行
、
裏
金
問
題
、
政
党
助
成

金
、
官
房
機
密
費
、
軍
拡
、

社
会
保
障
削
減
な
ど
な
ど
、

き
り
が
な
い
ほ
ど
国
民
の
声

と
は
か
け
離
れ
た
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
川
崎
市
民
に
身
近

な
こ
と
で
は
、
宮
前
区
の
区

役
所
、
図
書
館
、
市
民
館
の

移
転
で
す
。
市
民
か
ら
見
る

と
、
隠
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の

移
転
計
画
は
２
０
１
５
年
に

東
急
と
川
崎
福
田
紀
彦
市
長

が
結
ん
だ
、「『
東
急
沿
線
ま

ち
づ
く
り
』
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
」
が
出
発
で
、
先

に
計
画
あ
り
き
で
す
。

　

東
急
田
園
都
市
線
「
鷺
沼

駅
」
周
辺
地
域
は
、
防
災
な

ど
地
形
に
問
題
が
あ
り
ま

す
。
市
民
が
要
望
し
て
い
る

「
現
在
地
に
市
民
館
、
図
書

館
、
区
役
所
は
継
続
す
る
」

「
鷺
沼
に
必
要
な
施
設
は
建

設
す
る
」「
地
域
環
境
を
壊

す
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画

を
見
直
す
」
な
ど
の
声
に
は

全
く
同
感
で
す
。

　

莫
大
な
市
民
の
税
金
を
使

っ
て
押
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
計
画
は
、
川
崎
市
民
全

体
の
問
題
で
す
。
大
阪
万
博

の
よ
う
に
莫
大
な
予
算
高
騰

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
政
も

市
政
も
、
国
民
市
民
を
無
視

し
た
施
策
に
あ
き
ら
め
な
い

で
、
選
挙
で
民
の
声
を
実
現

さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

編
集
委
員　

宮
澤
明

青い空

絵
手
紙

大
師
中
央
支
部
エ
ン
ゼ
ル
班
中
谷
恵
美
子

今年度の川崎市の国民健康保険などの健診はあとひと月
川崎医療生協は協同ふじさきクリニックなど市内７ヵ所で

　

川
崎
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
年
に
一
度
受
診
で
き
る
川
崎
市
こ
く
ほ
の
健

診
は
、
今
年
度
は
あ
と
一
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
。
川
崎
医
療
生
協
の
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ど
、
各
診
療
所
で
は
積
極
的
に
健
診
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健

康
保
険
協
会
）
に
加
入
し
て
い
る
人
の
健
康
診
断
も
受
け
付
け
て
い
て
、
地
域
の
健
康
の
た
め
に

も
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

健
診

　

川
崎
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
今
年
度

40
歳
か
ら
74
歳
に
な
る
人
と
、

75
歳
に
な
る
人
の
な
か
で
誕
生

日
の
前
日
ま
で
に
受
診
で
き
る

人
は
、
川
崎
市
こ
く
ほ
の
健
診

（
特
定
健
診
）
が
、
ま
た
、
35

歳
か
ら
39
歳
の
人
は
同
健
診

（
35
歳
〜
39
歳
健
康
診
査
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
75

歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
た
人
は
、

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
と
予
防
の
た
め
の
健
診

で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
川
崎

市
か
ら
は
、
該
当
者
に
受
診
券

と
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
る
医

療
機
関
の
名
簿
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
健
診
を
希
望
す
る
人

は
、
同
名
簿
の
な
か
か
ら
自
由

に
受
診
す
る
医
療
機
関
を
選

び
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
な
か
に
は
、
川
崎

医
療
生
協
の
協
同
ふ
じ
さ
き
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
川
崎
区
藤
崎
）、

大
師
診
療
所
（
川
崎
区
大
師
）、

京
町
診
療
所
（
川
崎
区
京
町
）、

川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所

（
幸
区
）、
坂
戸
診
療
所
（
高
津

区
坂
戸
）、
久
地
診
療
所
（
高

津
区
久
地
）、
あ
さ
お
診
療
所

（
麻
生
区
）が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

健
診
は
強
制
で
は
な
い
の

で
、
つ
い
う
っ
か
り
受
診
す
る

か
ら
だ
に
苦
痛
を
感
じ
る
検
査

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
検

査
の
性
質
上
、
痛
み
や
苦
痛
を

伴
う
検
査
も
あ
り
ま
す
が
、
受

診
者
の
不
安
が
最
小
限
に
な
る

よ
う
、
機
材
の
工
夫
や
鎮
静
剤

の
使
用
な
ど
に
よ
り
、
苦
痛
が

少
な
く
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い

ま
す
。

健
診
を
受
け
て

生
活
の
見
直
し
を

　

健
康
診
断
は
、
基
本
的
な
検

査
項
目
（
身
体
検
査
、
血
液
検

査
、
尿
検
査
、
心
電
図
な
ど
）

を
含
み
、
１
年
に
一
度
、
定
期

的
に
受
け
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
保
険
適
用
外
で
有
料

に
な
り
ま
す
が
、
よ
り
細
か
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、〝
人

間
ド
ッ
ク
〞
が
あ
り
、
年
齢
、

性
別
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ

て
、
よ
り
詳
細
な
検
査
項
目
が

含
ま
れ
ま
す
。
川
崎
医
療
生
協

で
は
今
年
２
月
か
ら
人
間
ド
ッ

ク
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

健
康
診
断
を
受
け
て
異
常
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
老
化
に

と
も
な
い
様
々
な
異
常
は
で
て

き
ま
す
。
食
べ
す
ぎ
、
運
動
不

足
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
改
善
す
る
こ
と
は
、
元

気
な
か
ら
だ
を
維
持
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
川
崎
医
療

生
協
で
の
健
康
診
断
の
予
約
・

問
い
合
わ
せ
は
、
協
同
ふ
じ
さ

き
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
診
セ
ン
タ
ー

（
電
話
０
４
４
―
２
７
０
―
５

７
３
０
）
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

〝
短
時
間
デ
イ

〝
短
時
間
デ
イ
〞〞ス
タ
ー
ト
！

ス
タ
ー
ト
！

 

介
護
老
人
保
健
施
設
・
樹
の
丘

介
護
老
人
保
健
施
設
・
樹
の
丘

　

介
護
老
人
保
健
施
設
・
樹
の
丘
（
川
崎
市
高
津
区
）
が
、
３

月
か
ら
「
リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
（
機
能
訓
練
特
化
型
）
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
通
称
：
短
時
間
デ
イ
）」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

短
時
間
デ
イ
と
は

　

短
時
間
デ
イ
と
は
、
介
護
保

険
を
利
用
し
て
、
短
時
間
で
身

体
機
能
の
改
善
や
機
能
訓
練
に

重
点
を
置
い
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

に
あ
る
よ
う
な
機
械
を
使
用
し

て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
？

　

短
時
間
デ
イ
を
利
用
で
き
る

の
は
、
①
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
②
自
主

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
て
取
り
組
め
る
③
施
設

内
の
歩
行
、
ト
イ
レ
動
作
、
お

よ
び
送
迎
車
の
乗
り
降
り
が
で

き
る
。
こ
の
３
つ
の
条
件
を
満

た
す
人
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

　

樹
の
丘
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
に
先
立
ち
、「
押
し
引
き

を
す
る
訓
練
」「
立
ち
上
が
り

の
訓
練
」「
開
け
閉
め
の
訓
練
」

「
膝
上
げ
の
訓
練
」
の
た
め
に

４
台
の
リ
ハ
ビ
リ
の
機
械
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
使
っ

て
「
立
ち
上
が
り
、
歩
行
、
円

背
（
猫
背
）
の
改
善
」「
座
る

な
ど
の
日
常
動
作
の
改
善
」「
歩

行
の
安
定
、姿
勢
の
矯
正
」「
歩

行
時
の
つ
ま
づ
き
、転
倒
予
防
」

な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
２
面
に
つ
づ
く
】

予防、早期発見予防、早期発見にはには健康診断健康診断を！を！

の
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
健
康
診
断

は
、
自
分
の
か
ら
だ
の
健
康
状

態
を
定
期
的
に
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
検
査
で
す
。

体
と
心
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に

　

自
覚
症
状
の
な
い
病
気
の
場

合
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
ま
ま

進
行
し
て
し
ま
い
、
病
状
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、生
活
習
慣
病
の
よ
う
に
、

そ
の
兆
候
が
あ
る
場
合
、
予
防

対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
し
て
お

く
こ
と
で
病
気
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
事
前
に

防
ぐ
た
め
に
健
康
診
断
は
有
効

で
す
。
異
常
の
有
無
や
程
度
、

進
行
度
合
い
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
、
放
置

し
て
い
る
あ
い
だ
に
進
行
し
悪

化
し
て
し
ま
う
病
気
は
、
早
期

発
見
と
、
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

治
療
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
早
期

に
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
、
か
ら
だ
へ
の

負
担
や
経
済
的
な
負

担
を
減
ら
す
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
、
身

体
検
査
、
尿
検
査
、

心
電
図
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
、



問い合わせ

（２）２０２４年３月１日 第６９１号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
38
年
、
ホ
ホ
ジ

ロ
サ
メ
70
年
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

80
年
、
サ
ン
ゴ
は
何
と
数
世
紀

も
生
き
る
よ
う
で
す
。

　

鳥
類
で
は
、
だ
ち
ょ
う
は
35

年
、大
型
の
み
み
ず
く
は
40
年
、

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
は
50
年
。
昆
虫
類

は
せ
い
ぜ
い
５
年
で
す
。
植
物

の
寿
命
で
長
い
の
は
、
ウ
ェ
ル

ウ
ィ
ッ
チ
ア
１
０
０
０
年
、
屋

久
杉
も
１
０
０
０
年
以
上
、
世

界
で
一
番
長
生
き
な
植
物
は
ア

フ
リ
カ
の
リ
ュ
ウ
ケ
ツ
ジ
ュ

（
竜
血
樹
）
で
７
０
０
０
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
物
の
寿
命
は
、
外
敵
の
存

在
の
有
無
、
環
境
の
変
化
で
大

き
く
変
動
し
ま
す
。
数
世
紀
も

生
き
る
は
ず
の
サ
ン
ゴ
礁
は
、

海
水
温
の
上
昇
な
ど
で
、
世
界

的
に
滅
亡
の
危
機
に
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

で
き
る
病
床
が
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
科
系
と
内
科
系
の

疾
患
別
に
病
棟
の
機
能
を
分
け

て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
職
員
の
働
き
方
も

改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
６
床
で
運
用
し
て
い
た
部

屋
を
４
床
で
運
用
す
る
こ
と
に

も
な
り
、
患
者
さ
ん
の
療
養
環

境
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
し

あ
り
ま
す
。
３
月
の
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
２
月
に

体
験
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

３
月
か
ら
早
速
利
用
し
た
い
と

い
う
声
も
出
て
い
ま
す
。
詳
細

や
利
用
料
金
な
ど
の
相
談
は
下

記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
歓
談
も

ま
じ
え
な
が
ら
12
時
半
に
は
終

了
し
ま
す
。
午
後
は
、
午
後
１

時
10
分
か
ら
始
ま
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
ま
す
。

　

樹
の
丘
へ
は
、
自
分
で
来
所

し
て
も
い
い
の
で
す
が
、
車
で

の
無
料
の
送
迎
の
サ
ー
ビ
ス
も

　

リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
樹
の
丘
の
理
学
療
法
士
や

作
業
療
法
士
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
担
当
し
、
利
用
者
ひ
と
り
一

人
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

作
成
さ
れ
ま
す
。

　

樹
の
丘
の
短
時
間
デ
イ
で
行

う
リ
ハ
ビ
リ
は
、
全
部
で
２
時

間
で
す
。
午
前
と
午
後
の
部
に

分
か
れ
、
午
前
の
部
は
定
員
が

10
人
で
、
10
時
半
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
機
械
な
ど
を
利
用
し
て
リ

（
１
面
の
つ
づ
き
）

た
。

　

昨
年
５
月

に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
位
置
づ
け

が
２
類
か
ら

５
類
に
類
下

げ
と
な
り
、

一
見
コ
ロ
ナ

は
落
ち
着
い

た
か
の
よ
う

　

今
年
１
月
、
川
崎
協
同
病
院

の
６
階
病
棟
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
患
者

さ
ん
や
、
す
ぐ
に
手
術
が
必
要

と
な
る
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ

る
病
棟
は
１
病
棟
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
６
階
が
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
緊
急

の
入
院
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の

に
見
え
ま
す
が
、
病
院
の
現
場

で
は
現
在
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
に
罹
患
し
た
患
者
さ
ん

や
そ
の
他
の
一
般
的
な
入
院
を

要
す
る
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
が

お
き
て
い
ま
す
。
川
崎
協
同
病

院
で
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
い
か
に
地
域
住
民
の
入
院

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
か
議

論
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

川
崎
協
同
病
院
で
は
「
ま
だ

・
利
用
者
、
地
域
住

民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
こ
と
』
を
改

め
て
肝
に
据
え
、
さ

ら
に
計
画
を
実
行
し

て
い
く
。
そ
の
た
め

に
も
ご
意
見
等
を
率

直
に
寄
せ
て
も
ら

い
、
地
域
組
合
員
と

職
員
と
が
一
緒
に
な

っ
て
よ
り
良
い
病
院

づ
く
り
を
進
め
て
い

オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
で
課
題
も
あ

る
が
、
私
た
ち
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
『
組

合
員
さ

ん
を
中

心
と
し

た
患
者

き
た
い
」
と
組
合
員
に
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

川
崎
協
同
病
院　

事
務
次
長

　

佐
藤
麻
王病室も１部屋４床に

廊下も明るくすっきりと

４台の機械を導入

病棟の入り口エレベーターも模様がえ

川
崎
協
同
病
院

６
階
病
棟
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

救
急
入
院
の
受
け
入
れ
拡
充
な
ど
、機
能
・
環
境
が
改
善

　

こ
の
絵（
下
）は
著
明
な
漫

画
家
石
川
金
太
郎
さ
ん
（
故

人
）が
、奥
様
の
訪
問
診
療
を

し
て
い
た
ご
縁
で
私
の
た
め

に
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
「
桑

島
動
物
園
」
に
動
物
の
寿
命

を
書
き
加
え
た
も
の
で
す
。

　

細
菌
や
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
よ

う
に
、
外
的
環
境
が
安
定
し

て
い
れ
ば
永
久
に
生
き
続
け

る
生
物
も
い
ま
す
が
、
多
く

の
生
物
の
命
に
は
限
り
（
寿

命
）
が
あ
り
ま
す
。

　

寿
命
の
長
い
生
物
を
調
べ

て
み
ま
し
た
（
寿
命
図
鑑
、

い
ろ
は
出
版
）。
ま
ず
動
物

の
寿
命
か
ら
。
ア
フ
リ
カ
ゾ

ウ
70
年
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
75
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ゾ

ウ
ガ
メ
は
１
０
０
年
以
上
生

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
海

に
生
き
る
動
物
で
は
、
シ
ロ

不老・不死を目指す　②生物の寿命とＫＵＷＡＪＩＭＡ ＺＯＯ第39回 不老老 不死を目指すす ②生物の寿命とＫＵＷＡＪＩＭＡＺＯＯ第
生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

介護老人保健施設・樹の丘
担当：大瀬良・田中・田辺
電話　044‒820‒0350

　

川
崎
医
療
生
協
は
組
合
員
の

出
資
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
生

協
法
人
で
す
。

　

組
合
員
さ
ん
の
出
資
金
が
医

療
機
器
購
入
や
組
合
員
の
活
動

の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
で
は
新
た
な
出
資
金
目

標
を
立
て
て
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。
出
資
金
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
崎
医
療
生
協
に
加

入
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
是
非

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
健
康
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
（
０
４
４
―
２
６

６
―
７
５
３
２
）
ま
で

加
入
・
増
資
に

ご
協
力
を
！

無
料
送
迎
実
施

  
専
門
家
が

  

サ
ポ
ー
ト



（３） ２０２４年３月１日 第６９１号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

く ら し ・ 社 会

川崎協同病院  管理栄養士  南 明日香

★うどのぬた★

発酵食品を食べよう！⑫

からだにやさしい料理   第60回  

【材料】（２人分）
　・うど  1/2本
　・きゅうり  1本
　・生わかめ  15g
　・酢  少々
　・塩  少々
★調味料
　・味噌  大さじ1
　・酢  小2
　・砂糖  小2 １人分　43㎉   　　塩分1.2ｇ

♥一口メモ：春は、旬の生ワカメやうどが入
手しやすい。わけぎを下処理（下ゆで）して
加えると、風味や食感が増すのでお勧め。塩
分が気になる人は減塩味噌を使うとよい。

　

先
月
か
ら
年
に
一
度
の
所

得
税
の
確
定
申
告
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
た
ち
な

ど
、
会
社
に
雇
わ
れ
て
い
な

い
個
人
事
業
主
は
、
納
め
る

べ
き
所
得
税
の
額
を
自
分
で

計
算
し
て
申
告
し
て
い
ま
す
。

　

ど
れ
だ
け
税
金
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
、

生
活
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ

り
納
め
る
側
は
、
所
得
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
事
細
か
い

計
算
を
き
ち
っ
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
に
誤

り
が
あ
れ
ば
、
税
務
署
で
訂

正
を
迫
ら
れ
る
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
追
徴
課
税
さ
れ
る

コ
ラ
ム

時
の
風

確
定
申
告
と
裏
金

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
の
収
入
や
所

得
の
額
に
応
じ
て
、
次
年
度

に
納
め
る
国
民
健
康
保
険
や

地
方
税
の
額
が
決
ま
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
１
年
の
総
決

算
で
も
あ
る
確
定
申
告
の
意

味
は
重
く
、
そ
れ
だ
け
に
昨

今
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
民

党
の
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
と
裏
金
は
、
近
年
ま

れ
に
み
る
国
民
の
怒
り
と
不

信
を
買
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

問
題
の
議
員
は
、
パ
ー
テ

ィ
ー
で
集
め
た
金
を
政
治
資

金
と
い
う
名
で
裏
金
と
し
て

プ
ー
ル
し
て
、
そ
の
使
い
み

ち
を
「
不
明
」
と
し
て
い
ま

設
業
が
今
、
従
事
者
の
処
遇

改
善
の
立
ち
遅
れ
に
よ
っ

て
、
建
設
労
働
者
の
減
少
・

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
で

は
、
建
設
業
従
事
者
の
中
で

55
歳
以
上
が
約
36
％
、
29
歳

以
下
は
12
％
で
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
総
務
省
統
計
局
の
２

０
２
０
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
全
国
の
建
設
技
能
者
は

２
４
４
万
７
０
０
０
人
で
、

２
０
１
５
年
の
前
回
調
査
よ

り
11
万
５
０
０
０
人
も
減
少

す
。
政
治
資
金
は
非
課
税
で

す
が
、
何
に
使
っ
た
か
明
ら

か
に
で
き
な
い
な
ら
議
員
本

人
が
自
由
に
使
え
た
収
入
と

し
て
み
な
さ
れ
課
税
さ
れ
る

の
が
当
然
で
す
。

　

国
民
の
税
金
で
収
入
を
得

て
、
国
民
の
見
本
と
な
る
べ

し
て
い
ま
す
。
特
に
19
歳
以

下
で
は
大
幅
な
減
少
で
、
大

工
職
は
全
国
で
２
１
２
０
人
、

畳
職
で
は
わ
ず
か
10
人
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
技
能
労
働
者
の
年

収
平
均
は
４
５
１
万
円
で
上

昇
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、

全
産
業
の
水
準
に
は
達
し
て

い
ま
せ
ん
。加
え
て
、他
産
業

と
比
較
し
て
、
長
時
間
労
働

で
、
完
全
週
休
２
日
制
導
入

の
割
合
も
少
な
い
業
種
で
す
。

ま
た
、
技
能
労
働
者
の
賃
金

支
払
い
の
形
態
が
日
給
制
が

多
く
、
厳
し
い
就
労
環
境
に

き
立
場
で
あ
る
国
会
議
員
な

ら
、
少
な
く
と
も
使
途
を
明

ら
か
に
す
る
か
し
か
る
べ
き

税
を
納
め
る
べ
き
で
す
。
そ

れ
が
い
ま
、
あ
い
ま
い
に
な

り
か
け
て
い
る
の
で
、
国
民

は
怒
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
怒
り
に
背

加
え
、
不
安
定
雇
用
が
若
年

者
の
入
職
・
定
着
を
拒
む
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
全
建
総
連
で
は

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
普

及
促
進
が
必
要
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
は
、

技
能
者
が
、
技
能
・
経
験
に

応
じ
て
適
切
に
処
遇
さ
れ
る

建
設
業
を
目
指
し
、
技
能
者

の
資
格
や
現
場
で
の
就
業
履

歴
等
を
登
録
・
蓄
積
し
て
、

能
力
評
価
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
で
す
。
若
い
世
代
が
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
や
処
遇
の
見
通
し

を
持
て
、
技
能
・
経
験
に
応

じ
て
給
与
を
引
き
上
げ
、
技

能
者
を
雇
用
し
育
成
す
る
企

業
が
伸
び
て
い
け
る
よ
う

い
る
か
と
い
っ
た
納
税
の
知
識

と
意
識
が
非
常
に
低
い
の
が
実

態
で
す
。

　

今
回
の
問
題
に
つ
い
て
、
テ

レ
ビ
朝
日
の
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ

ー
で
解
説
者
の
一
人
玉
川
徹
さ

ん
が
、
昨
年
会
社
を
退
職
し
て

フ
リ
ー
と
な
っ
た
の
で
今
回
初

め
て
確
定
申
告
を
し
て
、
自
分

の
支
払
う
所
得
税
の
内
容
に
つ

い
て
知
っ
た
、
と
い
っ
た
発
言

を
し
て
ま
し
た
。
様
々
な
時
事

問
題
に
詳
し
い
人
で
す
ら
こ
う

し
た
認
識
で
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
や
終
身
雇
用

は
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
、

個
人
で
事
業
を
興
し
た
り
、
雇

わ
れ
な
が
ら
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

立
ち
上
げ
た
り
と
、
働
き
方
も

多
様
に
な
り
、
納
税
を
会
社
な

ど
に
任
せ
き
り
の
時
代
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社

員
で
も
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で

自
宅
を
購
入
し
た
場
合
や
、
年

間
の
医
療
費
が
10
万
円
を
超
え

た
場
合
な
ど
、
確
定
申
告
を
す

る
と
得
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

国
税
庁
に
よ
る
令
和
４
年
分

の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
の

提
出
状
況
を
み
る
と
、
提
出
し

た
人
は
２
２
９
５
万
人
で
、
近

年
少
し
ず
つ
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
応
じ
て
所
得

税
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、

税
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
そ
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て

も
厳
し
い
目
を
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
い

い
意
味
で
の
批
判
的
な
目
が
、

税
に
絡
む
問
題
を
追
及
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
波
）

【作り方】
❶  うどは4㎝長さに切り、皮を剥いて薄い短冊切りに
する。少量の酢を入れたたっぷりの水にうどを加
え、5～10分間程浸してあく抜きをし、ザルにあけ
る。（あくが気にならなければ、あく抜きは不必要。
また、さらにあくが気になる場合は湯を沸かし酢
を少々加え、サッとボイルしてザルにあける）

❷  きゅうりは薄く輪切りにし、軽く塩を振って混ぜ
てから絞る。

❸  生ワカメは湯通しして直ぐに流水をかけ、軽く
絞って一口大に切り、ザルで水を切る。（一口大
に切られ、そのまま喫食できる状態で売られてい
るワカメもある)

❹  混ぜ合わせた調味料★に①②③を加えて和え、器
に盛り完成。

全国建設労働組合総連合 100 万人署名チラシ（抜粋）

　

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連

合
（
全
建
総
連
）
は
、
労
働

者
の
減
少
、
高
齢
化
な
ど
で

建
設
業
が
危
機
的
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
参
議
院
・
衆

議
院
議
長
に
あ
て
た
「
建
設

労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担
い

手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
請

願
書
」
の
署
名
拡
大
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
建
総
連
と
は
、
全
国
に

62
万
人
の
建
設
業
に
従
事
す

る
労
働
者
・
職
人
、
一
人
親

方
等
を
組
織
し
て
い
る
産
業

別
労
働
組
合
で
す
。
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
建

持
続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
に
向
け
て

１
０
０
万
人
国
会
請
願
署
名
の
お
願
い

労
働
者
を
取
り
巻
く
危
機
的
な
状
況
が
背
景
に

に
、
国
土
交
通
省
と
建
設
業
団

体
で
連
携
し
て
、
普
及
・
利
用

促
進
を
進
め
て
い
る
制
度
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
や
署
名
用
紙
の

こ
と
な
ど
は
、
神
奈
川
県
建
設

労
働
組
合
連
合
会
（
電
話
０
４

５

－

４
５
３

－

９
７
０
１
）ま
で
。

出典：国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/
taxes/shiraberu/shinkoku/tokushu/index.htm）

景
に
は
、
働
き
方
の
変

化
に
と
も
な
う
所
得
税

に
対
す
る
国
民
の
知

識
・
意
識
の
変
化
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
本
で
は
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
と
違
っ
て

会
社
で
働
い
て
い
る
限

り
た
い
て
い
会
社
が
本

人
に
代
わ
っ
て
所
得
税

や
地
方
税
を
納
め
て
い

る
の
で
、
自
分
が
ど
れ

だ
け
ど
ん
な
仕
組
み
の

中
で
所
得
税
を
納
め
て
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上
野
東
照
宮
の
牡
丹
園
を
散
策

上
野
東
照
宮
の
牡
丹
園
を
散
策

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
準
優
勝
！

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
準
優
勝
！

子どもたちの子どもたちの
命を守りたい命を守りたい

味噌作り味噌作り

雪囲いされた冬牡丹たち

坂内さん（左）高嶋さん（中）岩切さん（右）

　

１
月
17
日
、
た
か
つ
支
部

主
催
で
上
野
東
照
宮
の
牡
丹

園
に
行
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
12
人
で
、
前
日
の
寒
さ
か

ら
一
転
、
風
も
な
く
陽
だ
ま

り
が
暖
か
く
感
じ
ま
し
た
。

　

上
野
の
森
さ
く
ら
テ
ラ
ス

　

１
月
20
日
、
川
崎
区
の
カ

ル
ッ
ツ
川
崎
で
行
わ
れ
た

「
第
２
回
川
崎
市
長
杯　

ボ

ッ
チ
ャ
大
会
」
に
、
40
チ
ー

ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦

し
、
川
崎
医
療
生
協
組
合
員

の
チ
ー
ム
が
、
初
め
て
の
参

加
な
が
ら
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

準
優
勝
し
た
組
合
員
の
チ

ー
ム
名
は
「
桜
」
で
、
メ
ン

バ
ー
は
代
表
の
岩
切
き
く
え

（
74
歳
）と
、高
嶋
明
代
（
82

歳
）、
坂
内
厚
子
（
70
歳
）

で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
寛
永

寺
観
音
堂
へ
お
参
り
し
、
上

野
大
仏
を
拝
顔
し
ま
し
た
。

徳
川
家
康
を
祀
る
と
い
う
金

ぴ
か
の
東
照
宮
に
お
参
り
し

て
か
ら
牡
丹
園
へ
入
る
と
、

雪
囲
い
を
さ
れ
た
冬
牡
丹

の
３
人
。
川
崎
医
療
生
協
の

菊
池
体
操
か
ら
は
じ
ま
り
、

ち
ょ
こ
っ
と
ウ
ォ
ー
ク
で
仲

良
く
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

岩
切
さ
ん
は
「
私
た
ち
は

１
回
戦
は
勝
っ
て
20
チ
ー
ム

の
内
の
１
つ
に
入
り
た
い

ネ
。と
対
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

ま
さ
か
観
客
の
前
で
決
勝
戦

な
ん
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
対
戦
相
手
は
去
年
の
覇

者
…
大
会
は
本
当
に
晴
れ
が

ま
し
く
て
最
高
で
し
た
。
来

年
も
ガ
ン
バ
リ
ま
す
！
」と
、

来
年
に
向
け
て
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。川崎

区　

坂
内
厚
子

は
、
ま
る
で「
ゆ
き
ん
こ
」の

よ
う
で
か
わ
い
ら
し
く
、
大

き
な
花
に
似
合
わ
ず
茎
が
細

く
折
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
と

こ
ろ
も
、は
か
な
げ
で
し
た
。

　

牡
丹
は
白
、
桃
、
赤
、
黄

と
そ
の
混
色
、
芙
蓉
や
オ
ー

ル
ド
ロ
ー
ズ
の
よ
う
で
品
種

改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
牡

ー
教
室
」
で
毎
年
利
用
す
る

「
川
崎
市
八
ヶ
岳
少
年
自
然

の
家
」
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
老

朽
化
に
よ
り
大
規
模
改
修
が

必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
の
教
育
委
員
会
が
再

編
整
備
計
画
を
策
定
す
る
方

針
を
見
送
っ
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

浅
田
支
部
と
し
て
大
変
な

怒
り
と
不
安
を
感
じ
、
一
刻

　

大
島
支
部「
味
噌
作
り
班
」

は
、
２
月
３
日
に
班
員
５
人

と
班
外
組
合
員
４
人
で
、
毎

年
恒
例
の
手
作
り
味
噌
作
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

前
の
晩
か
ら
水
に
浸
し
た

大
豆
を
圧
力
釜
で
煮
て
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
、
塩
と
麹
を
混

ぜ
て
味
噌
玉
を
造
り
ま
す
。

容
器
に
分
け
て
各
家
庭
に
持

ち
帰
り
、
保
存
し
ま
す
。
秋

が
深
ま
っ
た
頃
、
美
味
し
い

お
味
噌
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
準
備

や
片
付
け
な
ど
大
変
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
味

噌
を
仕
込
め
て
嬉
し
い
で
す
。

ど
ん
な
味
が
す
る
か
、
と
て
も

楽
し
み
で
す
。」
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

大
島
支
部　

味
噌
作
り
班

　

佐
藤
光
江

　

１
月
23
日
、
久
地
診
療
所
で

川
崎
医
療
生
協
社
保
委
員
会
主

催
の
学
習
会
「
行
政
に
声
を
届

け
る
方
法
（
講
師
・
川
崎
合
同

法
律
事
務
所
・
星
野
文
紀
弁
護

士
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

頃
自
分
達
が
掲
げ
て
い
る
要
求

（
声
）
を
行
政
に
ど
う
し
た
ら

届
け
ら
れ
る
の
か
に
興
味
が
あ

り
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
義
の
目
的
は
「
市
民
運
動

で
の
行
政
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
の
概
観
を
つ
か
む
」こ
と
。

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
国
民
・

市
民
が
直
接
意
思
決
定
・
執
行

に
参
加
せ
ず
代
表
者
を
通
じ
て

行
な
う
間
接
民
主
主
義
で
す
。

行
政
は
内
閣
・
首
長
が
行
政
組

織
を
動
か
し
、
議
会
は
法
律
・

条
例
を
守
る
よ
う
行
政
を
監
視

し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
声
を
届
け

る
方
法
」
の
王
道
は
選
挙
に
よ

り
自
分
た
ち
の
代
表
を
首
長
や

議
員
に
す
る
こ
と
。
行
政
に
お

願
い
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
が
主
権
者
・
主
体
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
○
○
を
や

っ
て
ほ
し
い
で
は
な
く
て
、
自

分
達
が
仲
間
を
集
め
て
自
分
達

が
主
体
と
な
っ
て
頑
張
る
こ
と

が
大
切
」
と
、
星
野
弁
護
士
は

強
調
し
ま
し
た
。

　

川
崎
市
に
は
「
市
長
へ
の
手

紙
」
と
い
う
独
自
の
制
度
が
あ

り
、
出
せ
ば
必
ず
回
答
が
来
ま

す
。
日
頃
の
思
い
を
手
紙
に
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

溝
ノ
口
支
部　

笠
原
由
美
子

　

京
町
支
部
で
は
毎
月
第
１
金

曜
日
午
後
２
時
半
か
ら
４
時
ま

で
、
京
町
多
目
的
広
場
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
人
数

も
増
え
て
に
ぎ
や
か
に
勝
負
し

て
い
ま
す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
よ

う
な
形
に
似
て
い
て
偶
数
に
な

っ
て
２
チ
ー
ム
位
に
分
か
れ
て

始
め
ま
す
。
棒
を

転
が
し
て
倒
れ
た

ピ
ン
の
点
を
計
算

し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
、
重
な
っ
て

倒
れ
た
場
合
、
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ

ん
。
午
前
中
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
開
催
中
で
、
昼

ご
飯
を
食
べ
て
か
ら
参
加
し
て

い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

こ
の
中
か
ら
、
モ
ル
ッ
ク
の
班

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
祭
日
と
重
な
る

と
開
催
で
き
な
い
の
は
残
念
で

す
。

京
町
支
部　

垂
水
純
子

も
早
い
対
策
を
、
川
崎
医
療
生

協
で
行
っ
て
い
る
「
１
班
１
支

部
１
職
場
１
要
求
運
動
」
で
要

求
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
す
る
市
の
回
答
が

先
日
同
じ
一
般
紙
に
載
り
、
市

の
教
育
委
員
会
は
少
年
自
然
の

家
の
再
編
整
備
や
移
転
や
他
施

設
の
活
用
も
含
め
さ
ら
に
検
討

を
続
け
る
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

た
だ
24
年
度
末
に
中
間
報

告
、
25
年
度
末
頃
に
検
討
結
果

を
ま
と
め
る
と
い
う
も
の
で
、

土
砂
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
ず
、
事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
く
、
一
日
も
早
い
実
現

の
た
め
に
多
く
の
市
民
が
市
長

へ
働
き
か
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。浅

田
支
部　

鈴
木
み
さ
子

丹
に
つ
け
ら
れ

た「
紫
禁
城（
シ

キ
ン
ジ
ョ
ウ
）」

や
「
御
国
の
曙

（
ミ
ク
ニ
ノ
ア

ケ
ボ
ノ
）
と
い

う
名
札
を
確
認

し
、
ま
た
名
札

の
な
い
も
の
に

は
勝
手
に
「
ア

イ
コ
」
や
「
ル

ミ
コ
」
な
ど
、

参
加
者
の
名
前

を
つ
け
な
が
ら

わ
い
わ
い
見
学

し
ま
し
た
。

た
か
つ
支
部　

松
本
信
枝

昨
年
６

月
の
一
般

紙
の
記
事

で
、
川
崎

市
内
の
小

中
学
生
が

「
自
然
教

室
や
ス
キ

学
習
会「
行
政
に
ど
う
声
を
届
け
る
か
」

学
習
会「
行
政
に
ど
う
声
を
届
け
る
か
」

に
参
加
し
て

に
参
加
し
て京

町
支
部
主
催

京
町
支
部
主
催

定
期
的
に
楽
し
く
モ
ル
ッ
ク

定
期
的
に
楽
し
く
モ
ル
ッ
ク 無料低額

診療事業

　無料低額診療事業とは医療が必要であるにもかかわらず、
経済的な理由により、医療費の支払いが困難な方に対し、医
療費の減額や免除を行う制度です。
　川崎医療生協の病院や診療など 10 事業所が無料低額診療
事業を行っています。
　無料低額診療事業だけでなく、お困りごとがあればご相談
ください。　※利用には所定の申請書による手続きが必要です。
 問い合わせ☎ 044－266－7532　健康まちづくり推進部まで

ごぞんじ
　ですか？
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〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 １月度　31支部　116班　873人

南大師支部
茶の実 お茶のみ会 ６
グルメ 今年はじめてのグルメ班 ５
大師中央支部
ビーガン からだにやさしい料理 ５
民商 懇（親）談会 ３
エンゼル① 赤いものを描こう ５
おしゃべり喫茶 今年もよろしく、鬼は外 ６
大師フレンド支部
ウォーキング チョコット体操 ６
おしゃべり サプリメントについて ７
おりづる 作品作り・血圧チェック ５
お絵かき 各自のテーマで各自描く ６
さくら会 英会話・中学１年英語 ５
ちぎりえ ちぎり絵作成 ３
ひまつぶし 脳トレ ３
リトルハンズ リラックスヨガ 12
リフレッシュ ラジオ体操 ６
リメイク 新年顔合わせ ７
歴史班 「０からの資本論」を読む ６
藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 ９
向日葵 絵手紙 ６
欅 年始めのお茶会 ８
藤崎南支部
モルック モルック練習 19
ライオンズ 食事班会 ９
観音支部
あるこうかい 新年会 14
プラチナ 2024年新年号のニュースを読

み疑問？意見質問
９

健康マージャン 健康麻雀 16
池上新町支部
踊り 踊りを忘れないため 10
桜本支部

黄金 映画を観よう！「Drコトー診療所」７
大島支部
あかり 書道 ９
未摘花 ストレッチ・ダンベル体操 ３
浜町支部
エチュード 青丘社でおはなし会 22
クラフト カゴ作り ４
プアカーネーション フラダンス ７
プルメリア フラダンス ４
渡田支部
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク ９
観て楽しむ会 ヤジと民主主義 ５
小田支部
夏つばき 日枝神社初詣り ３
たんぽぽ 新年会 ３
桜 健康チェック運営委員として 22
ムーミン村のモルック 健康チェックに参加して 22
ころぼっくる 健康チェック 25
ちょこっとウォーク 青空です 22
東小田支部
さつき 増資・血圧チェック ６
小田７丁目公園 ペットボトル体操 ８
浅田支部
ひまわり 折り紙バルーンハート ４
けやき ウォーキング・体操 ４
京町支部
セカンド 体操（自彊術）年始始めのあいさつ ３
手芸 つるしびな作り ９
ロード 2024年第一回ロード ３
川崎駅前支部
あゆみ ちょこっとウォーキング ９
キャロット １月ニュース仕分け ５
あじさい 年の始め、基本にもどろう ９
IT 茶話会 ３
なわて 政治の話 10

人

人

御幸支部
紅葉 ストレッチ・ダンベル体操 ５
南河原支部
モンチッチ 健康チェック ３
あづま ウォーキング教室 ６
オレンジ 新聞ちぎり絵教室 ５
マウンテンヒルズ BPチェック・ミニ体操 ４
シネマ班 映画鑑賞「テルマエ・ロマエ」５
絵手紙 自由に好きなテーマで描く 10
新川崎支部
エンドウ豆 新年会・正月あそび ９
元美人 新年会・映画 12
ラビット ゆる体操 ８
日吉支部
くちなし フレイル体操 ９
日の出 太極拳の練習 ６
玉川支部
青空平間会 ミニ体操 ４
市ノ坪住宅 健康体操教室 ６
きら美 体組成チェック ５
住吉支部
モルック モルックを楽しむ ５
気功と太極拳 気功と24式の「基本」 ８
雲雀 麻雀を楽しむ ９
コスモス 新年会 ５
小杉支部
そら豆 「体を動かす事」 ７
ヤマブキ 茶話会 ６
溝ノ口支部
公園体操 高津公園体操 ９
ウォーキング 川崎宿と新庁舎見学 ３
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う ４
いまが青春 健康麻雀、将棋 11
いきいき 脳いきいき ７
囲碁サロン 囲碁 ４
水彩画 土鍋の様子を描く ４
いまが青春 健康麻雀、将棋 10
バードウオッチング 鳥と自然観察 ３
囲碁サロン 囲碁 ３

橘支部
梶ヶ谷 ニュースセット、いつでも元気学習 ３
癒しのお手玉 癒しのお手玉 10
プラザ 脳トレ体操、学習会 13
アカシヤ クロスワードクイズ ８
ダンベル 今後の計画打ち合わせ ７
シクラメン 敬老会食 16
すずめ 健康麻雀 ９
たかつ支部
クイーン 支部行事に参加 ８
宮前支部
南平 キングスカイフロント見学 ５
白幡台 新年会、年間計画 ５
野川南台 新年会 ４
すみれ 体操、座談 ５
ひまわり 新年会 ６
シネマ 映画を見る会 ８
五所塚 班会計画 ５
ジャスミン 新年会 ４
長尾堰支部
歩歩路 新年会 ４
第４長尾 新年会 ７
コスモス 花のスケッチ ４
ひまわり 転倒防止体操 ８
すずめ 脳トレーニング ４
宿河原支部
パークゴルフ 体力づくり ８
モルック モルック競技 ６
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 ３
あじさい 体調管理法の情報交換 ４
麻生北支部
モルック 楽しく体力づくり ９
麻生南支部
柿生会 歌の合評と若い人の歌 11
キルトのなかま 巾着　ヨーヨーキルト ５
なんじゃもんじゃ 高石５丁目富士見緑地 ３
ストレッチング 寒くても軽い運動は欠かせない 18
お絵かき お絵かき ８
和布ソーイング 小物手芸 ７

人 人

親
が
子
ど
も
に
求
め
す
ぎ
る

親
が
子
ど
も
に
求
め
す
ぎ
る

若
者
の
実
情
に
詳
し
い
西
野
博
之
さ
ん
の
講
演
か
ら

子どもの現状を話す西野さん

　

不
登
校
が
近
年
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
２

月
４
日
、
川
崎
市
教
育
文
化

会
館
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
理

事
長
の
西
野
博
之
さ
ん
が

「
不
登
校
を
み
ん
な
で
考
え

る
〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

〜　

子
ど
も
の
居
場
所
を
考

え
る
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
、38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
教
育
文
化

会
館
の
市
民
自
主
企
画
事
業

の
ひ
と
つ
で
「
ぷ
れ
〜
ん　

不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
？

川
崎
区
」
が
企
画
。
西
野
さ

ん
は
、
親
が
子
ど
も
に
求
め

す
ぎ
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ

と
言
い
ま
す
。

　

西
野
さ
ん
は
１
９
８
６
年

か
ら
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

や
高
校
を
中
退
し
た
若
者
の

居
場
所
づ
く
り
に
関
わ
り
、

１
９
９
１
年
に
、
川
崎
市
高

津
区
に
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま

り
ば
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
に
川
崎
市
は

「
川
崎
市
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
条
例
」
を
も
と
に
Ｊ

Ｒ
南
武
線
「
津
田
山
駅
」
の

近
く
に
「
川
崎
市
子
ど
も
夢

パ
ー
ク
」
を
創
設
。
こ
こ
の

指
定
管
理
団
体
と
し
て
「
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
た
ま
り
ば
」
と
「
公
益

財
団
法
人
川
崎
市
生
涯
学
習

財
団
」
が
運
営
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
以
下
、
講
演
の
内

容
で
す
。

川
崎
市
内
の
不
登
校

は
２
８
０
０
人

　

不
登
校
は
、
約
30
万
人
。

中
学
生
で
は
17
人
に
１
人
が

不
登
校
。
川
崎
市
内
で
は
２

８
０
０
人
を
超
え
る
児
童
・

生
徒
が
不
登
校
と
い
う
状
況
。

　

文
部
科
学
省
が
２
０
２
３

年
10
月
に
発
表
し
た
２
０
２

２
年
の
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
68
万
件
を
超
え
過
去
最

多
。
そ
の
う
ち
、
中
学
生
の

い
じ
め
は
11
万
件
、
小
学
生

55
万
件
で
中
学
生
の
５
倍
。

そ
の
小
学
生
の
中
で
一
番
多

い
学
年
は
小
学
２
年
生
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。

10
歳
か
ら
39
歳
の
死
亡
原

因
の
ト
ッ
プ
が
「
不
慮
の
事

福
度
の
調
査（
２
０
２
０
年
）

で
、
先
進
38
ヵ
国
中
、
身
体

的
健
康
度
は
１
位
で
し
た

が
、
精
神
的
幸
福
度
は
37
位

と
い
う
結
果
。
日
本
の
子
ど

も
た
ち
が
精
神
的
に
つ
ら
い

社
会
を
生
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

学
校
が

す
べ
て
で
は
な
い

　

西
野
さ
ん
が
、
不
登
校
と

関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
小
学
校
１
年
生
の
男

の
子
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

小
学
校
１
年
の
子
が
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
、
登

校
す
る
と
き
に
お
腹
・
頭
が

痛
く
な
り
、
と
う
と
う
玄
関

先
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
子
は
「
僕
も
う
大
人
に
な

れ
な
い
、
み
ん
な
は
ど
ん
ど

ん
進
級
し
て
い
く
の
に
、
僕
は

最
初
の
階
段
を
踏
み
外
し
ち
ゃ

っ
た
、
だ
か
ら
僕
は
も
う
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
よ
う
な

大
人
に
は
な
れ
な
い
」
と
涙
な

が
ら
に
親
に
訴
え
た
。

　

そ
の
子
に
「
ク
ラ
ス
の
中
で

君
の
居
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い

と
し
て
も
、
大
人
に
な
る
こ
と

も
、
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
る

か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」
と
伝
え
た

く
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
始
め
た
。
活
動
の
原
点
は

「
た
か
が
学
校
さ
れ
ど
学
校
」。

「
た
か
が
学
校
じ
ゃ
な
い
、
な

ん
で
死
な
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
、

学
校
に
行
け
な
い
だ
け
で
な
ぜ

命
を
落
と
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
。
そ
こ
ま
で
子
ど
も
が
追
い

詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
社
会
を
何

で
変
え
ら
れ
な
い
の
、
命
よ
り

大
事
な
学
校
っ
て
あ
る
？
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
つ
く

ろ
う
よ
。
学
校
に
行
け
な
い
ん

だ
っ
た
ら
、
学
校
外
で
学
び
育

つ
場
所
を
つ
く
ろ
う
」と
思
い
、

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
」

を
つ
く
っ
た
。

故
・
自
殺
」
と
世
界
に
例
を

み
な
い
状
況
。
自
己
肯
定
感

に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
で

は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
自

己
肯
定
感
は
低
い
。
親
の
不

安
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
親
は

「
子
ど
も
に
失
敗
さ
せ
た
ら

か
わ
い
そ
う
」
と
先
回
り
し

て
失
敗
を
事
前
に
防
ご
う
と

す
る
。「
私
の
子
育
て
こ
れ

で
い
い
の
？
」「
正
し
い
親

と
評
価
を
受
け
ら
れ
る
？
」

と
、
周
り
か
ら
子
ど
も
も
親

も
良
く
評
価
さ
れ
た
い
と
思

う
親
が
増
え
た
。

　

い
ま
や
、
小
学
校
に
入
学

す
る
ま
で
に
「
読
み
書
き
」

「
計
算
」「
逆
上
が
り
」
が
で

き
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
い

け
な
い
、
つ
ま
り
、
な
ん
と

か
小
学
校
に
適
応
さ
せ
よ
う

と
事
前
に
準
備
す
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、

保
育
園
や
幼
稚
園
で
も
、
読

み
書
き
な
ど
を
含
め
た
教
育

を
す
る
よ
う
に
、
親
か
ら
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

親
が
子
ど
も
に
完
璧
を
求

め
す
ぎ
る
、「
こ
ん
な
こ
と

普
通
は
で
き
る
で
し
ょ
」
と

子
ど
も
に
求
め
す
ぎ
、
子
ど

も
自
身
は
「
な
ん
で
で
き
な

い
ん
だ
ろ
う
」
と
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
、
い
じ
め
や
暴
力
を

生
み
出
し
て
し
ま
う
。

　

ユ
ニ
セ
フ
の
子
ど
も
の
幸

お知らせ

おもしろおもしろ体力チェック開催
　宿河原支部の主催で「おもしろ体力チェック」を実
施します。握力・足指力のチェックの他、反射神経を
チェックする「棒反射」や、片足立ちチェック、立ち
上がりチェックなど、今までの川崎医療生協の健康チ
ェックではなかった体力チェックを行います。誰でも
参加可能なので、ハイキングがてら遊びに来てください。
 宿河原支部　吉田 幸江

日　時　3月24日（日）午前10時～12時
　　　　雨天中止
場　所　川崎市緑化センター芝生広場
　　　（多摩区宿河原6-14-1）
参加費　無料
問合せ　宿河原支部　吉田（電話044－911－3025）まで

不
登
校
の
背
景
に
あ
る
も
の
は　
　
そ
の
１



（６）２０２４年３月１日 第６９１号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

く ら し ・ 社 会読　者　の　広　場

二
ヶ
領
用
水
と
緑
化
セ
ン
タ
ー

　（
高
津
区
〜
多
摩
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第51回
シリーズ

第51回

　

東
西
に
約
31
ｋ
ｍ
、
南
北
に
約
19
ｋ
ｍ
。
東
京
と
横
浜
に
挟

ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南

で
は
街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ

ざ
る
見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
、
川
崎
市
多
摩
区
か
ら
幸

区
ま
で
流
れ
て
い
る
二
ヶ
領
用
水
の
な
か
で
、
久
地
駅
か
ら
登

戸
駅
ま
で
の
散
歩
コ
ー
ス
と
そ
の
間
に
あ
る
緑
化
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。 

（
宿
河
原
支
部　

熊
坂 

昭
）

二
ヶ
領
用
水

　

二
ヶ
領
用
水
は
、
江
戸
時
代

多
摩
川
が
大
洪
水
を
起
こ
し
て

流
路
を
変
え
た
こ
と
か
ら
、
新

た
に
農
業
用
水
を
、
旧
稲
毛
領

と
川
崎
領
の
二
ヶ
領
に
水
を
引

く
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
、
ひ

と
つ
め
の
取
水
口
が
上
河
原
堰

で
、
も
う
ひ
と
つ
は
宿
河
原
堰

で
、
こ
の
二
つ
の
堰
で
取
り
入

地
駅
か
ら
宿
河
原
駅
に
向
か
う

途
中
に
あ
り
ま
す
。
緑
化
セ
ン

タ
ー
は
神
奈
川
県
農
業
試
験
場

東
部
園
芸
指
導
地
と
し
て
、
昭

和
11
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
都
市
緑
化
推
進

を
目
的
と
し
た
条
例
に
基
づ
い

て
「
緑
の
相
談
所
」
の
機
能
を

も
つ
川
崎
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
季
節
の
草
花
が

彩
る
ガ
ー
デ
ン
や
温
室
、
樹
木

の
見
本
園
な
ど
が
あ
る
ほ
か
植

物
に
関
す
る
講
習
会
や
展
示
会

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
年
に
１
度

れ
た
用
水
は
久
地
駅
付
近
で

合
流
し
川
崎
市
全
市
に
枝
分

か
れ
し
て
流
れ
、
幹
線
流
水

は
全
長
32
㎞
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
幸
区

ま
で
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

二
つ
の
堰
か
ら
流
れ
て
き

た
水
が
合
流
す
る
久
地
駅
付

近
か
ら
宿
河
原
駅
、
登
戸
駅

付
近
は
、
散
歩
コ
ー
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。
二
ヶ
領
用
水

の
岸
辺
は
春
は
桜

並
木
の
桜
見
物
、

初
夏
は
新
緑
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て

は
黄
色
に
染
ま
る

落
ち
葉
、
カ
ル
ガ

モ
親
子
の
泳
ぐ
姿

が
み
ら
れ
ま
す
。

川
崎
市
緑
化

セ
ン
タ
ー

　

四
季
折
々
の
景

色
を
楽
し
め
る

「
川
崎
市
緑
化
セ

ン
タ
ー
」
は
、
久

開
催
さ
れ
る
「
緑
化
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
」
で
は
、
野
菜
、
花
の

販
売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
24
日
の
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
芝
生

広
場
で
、
川
崎
医
療
生
協
の
宿

河
原
支
部
が
主
催
で
「
お
も
し

ろ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ

ま
す
（
雨
天
中
止
）。
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

二
ヶ
領
用
水
を
歩
い
て
い
る

と
近
く
に
、
お
い
し
い
漬
物
屋

さ
ん
や
、
珈
琲
屋
、
ラ
ン
チ
の

お
い
し
い
店
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
春
の
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
、

お
気
に
入
り
の
店
を
探
し
に
二

ヶ
領
用
水
散
歩
に
出
か
け
る
の

も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

　

　

読
者
の
声

こ
れ
も
終
活

　

麻
生
区　

木
ノ
内 

せ
つ
子

　

年
賀
状
を
出
さ
な
か
っ
た

人
に
寒
中
見
舞
い
を
書
い
て

い
ま
す
。
昔
収
集
し
て
い
た

記
念
切
手
に
１
円
、２
円
、10

円
の
切
手
を
買
い
足
し
て
ペ

タ
ペ
タ
貼
っ
た
は
が
き
で
す
。

こ
れ
も
終
活
の
一
部
で
す
。

一
念
発
起

　

川
崎
区　

服
部 

き
く
え

　

後
期
高
齢
者
の
肩
書
き
を

も
ら
い
ま
し
た
。
一
念
発
起

し
て
何
か
を
始
め
よ
う
と
思

っ
た
時
、
５
年
休
ん
で
い
た

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
ま

た
応
募
し
よ
う
と
思
い
ハ
ガ

キ
を
書
き
始
め
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
？
ガ

ン
バ
ル
し
き
ゃ
な
い
！

自
転
車
破
棄
し
て

　

幸
区　

根
津 

美
枝
子

　

自
転
車
を
卒
業
。
乗
る
こ

と
に
少
々
危
機
を
感
じ
粗
大

ご
み
へ
。
ど
こ
に
行
く
に
も

自
転
車
だ
っ
た
の
で
当
初
は

不
便
で
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
で
も
今
は
歩
い
て
買

い
物
へ
、
健
康
的
に
な
り
ま

し
た
。

年
賀
状

　

幸
区　

髙
橋 

恵
子

　

今
年
の
年
賀
状
に
「
こ
れ

に
て
年
賀
状
は
や
め
ま
す
」

と
い
う
方
が
２
人
も
い
て
ち

ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
１

年
に
１
回
の
や
り
と
り
で
も

繋
が
っ
て
い
た
の
に
…
。
特

に
遠
方
に
住
む
友
と
は
細
い

糸
で
つ
な
が
っ
て
い
た
の
に

寂
し
い
で
す
。

実
家
に
て

　

川
崎
区　

市
原 

文
子

　

４
年
ぶ
り
に
実
家
へ
。
80

代
の
兄
夫
婦
は
長
年
梨
づ
く

り
を
し
て
お
り
、
私
は
お
い

し
い
梨
を
感
謝
し
な
が
ら
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
兄
夫
婦

の
目
標
は
「
３
年
後
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
式
と
孫
の
成
人

式
」
と
聞
き
ま
し
た
。
私
も

で
き
る
事
、
興
味
の
あ
る
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
一
日
一
日
を

大
切
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
選
し
て
孫
に
絵
本

　

川
崎
区　

馬
場 

昌
子

　

当
選
し
て
頂
い
た
図
書
カ

ー
ド
で
、
１
歳
に
な
っ
た
孫

へ
絵
本
を
買
い
、
本
が
好
き

に
な
り
喜
ん
で
見
て
い
る
の

を
見
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
せ
っ
せ
と
応
募
し
た
い

と
思
い
ま
す

水辺近くまで降りられる二ヶ領用水

緑化センター内の温室

　

昨
年
11
月
、
脚
本
家
で
作

家
の
山
田
太
一
が
89
歳
で
死

去
し
ま
し
た
。
東
京
都
浅
草

出
身
。松
竹
で
木
下
惠
介（
映

画
監
督
・
脚
本
家
）
に
師
事

し
、
フ
リ
ー
と
な
っ
た
後
は

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
家
に

転
身
。『
早
春
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
』『
ふ
ぞ
ろ
い
の
林
檎

た
ち
』
な
ど
話
題
作
を
次
々

と
生
み
出
し
、
多
く
の
賞
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
小
説

家
と
し
て
も
地
位
を
確
立
し

映
画
や
舞
台
も
手
掛
け
ま
し

た
。自

宅
周
辺
を

　
　

モ
チ
ー
フ
に

　

太
一
は
１
９
６
３
年
に
東

京
か
ら
中
原
区
井
田
へ
転
居

し
、
そ
の
後
高
津
区
下
作
延

に
居
を
構
え
ま
し
た
。
自
宅

周
辺
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作

品
も
あ
り
、『
終
わ
り
に
見

た
街
』（
１
９
８
１
年
）
で

は
「
分
譲
地
は
多
摩
川
を
見

下
ろ
す
高
台
に
あ
っ
た
。
対

岸
は
東
京
都
、
手
前
は
川
崎

市
で
あ
る
。
の
ち
に
思
い
も

か
け
ぬ
変
貌
を
と
げ
る
こ
と

に
な
る
お
よ
そ
三
百
七
十
戸

か
ら
な
る
住
宅
地
は
、
六
月

の
朝
靄
の
中
で
静
か
だ
っ

た
。」
と
、
太
一
の
自
宅
周

辺
の
津
田
山
駅
北
側
の
住
宅

地
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
り

１０２

現
代
に
描
か
れ
る
川
崎
編

『
山
田
太
一
と
川
崎
』

　

ま
す
。
こ
の
作
品
は
１
９
８

２
年
と
２
０
０
５
年
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
７
７
年
に
放
送

さ
れ
た『
岸
辺
の
ア
ル
バ
ム
』

も
太
一
が
脚
本
を
務
め
、
１

９
７
４
年
に
発
生
し
た
多
摩

川
洪
水
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
当
時
は
川
崎
市

内
も
被
害
が
出
ま
し
た
が
、

特
に
対
岸
の
狛
江
市
で
は
堤

防
が
決
壊
し
住
戸
が
流
さ
れ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

人
間
の
素
を

　
　
　

演
出
す
る

　

太
一
は
１
９
８
２
年
に
川

崎
市
文
化
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
２
０
０
５
年
か
ら
は
川

崎
市
の
市
民
文
化
大
使
、
ま

た
川
崎
市
民
の
歌
「
好
き
で

す
川
崎
愛
の
ま
ち
」
の
審
査

委
員
も
務
め
る
な
ど
行
政
と

も
多
く
関
わ
り
ま
し
た
。
地

域
情
報
誌
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

の
記
事
に
は
、
徒
歩
で
溝
口

方
面
に
出
掛
け
、
居
酒
屋
な

ど
で
飲
食
を
楽
し
む
姿
や
、

二
子
に
あ
る
「
み
ず
さ
わ
珈

琲
店
」（
川
崎
医
療
生
協
の

坂
戸
診
療
所
近
く
）
を
、
打

ち
合
わ
せ
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
ど
で
利
用
し
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
武
蔵
溝
ノ
口
駅
前

の
キ
ラ
リ
デ
ッ
キ
近
く
に
あ

る
ベ
ン
チ
に
座
り
、
道
行
く

人
に
声
を
掛
け
、
地
域
の
魅

力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い

た
、
な
ど
普
段
の
生
活
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

で
は
、「
東
京
で
の
仕
事
か

ら
多
摩
川
を
越
え
る
と
、
頭

が
切
り
替
わ
る
ん
だ
よ
」
と

話
し
て
い
て
、
太
一
に
と
っ

て
川
崎
は
居
心
地
よ
い
ま
ち

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
で

き
ま
す
。

　

太
一
は
、
作
品
の
中
で
け

ん
か
や
不
倫
・
邪
心
、
ま
た

い
わ
ゆ
る
劣
等
生
た
ち
の
生

き
ざ
ま
な
ど
人
間
の
素
を
時

代
に
重
ね
合
わ
せ
て
演
出
し

て
き
ま
し
た
。
太
一
の
こ
ん

な
文
章
が
あ
り
ま
す
。「
人

間
は
、
も
ち
ろ
ん
き
れ
い
な

部
分
も
好
き
で
す
け
ど
、
う

さ
ん
く
さ
い
部
分
も
好
き
な

ん
で
す
。
い
ろ
ん
な
部
分
が

あ
っ
て
こ
そ
、
人
間
は
幸
福

感
を
感
じ
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
人
間
と
い
う
の
は
汚
れ

も
必
要
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ

う
い
う
意
味
で
い
う
と
、
ま

だ
川
崎
と
い
う
の
は
暖
か
み

が
あ
っ
て
、
汚
い
と
こ
ろ
も

あ
る
し
、
う
さ
ん
く
さ
い
と

こ
ろ
も
あ
る
か
ら
、
全
体
に

街
と
し
て
生
き
て
い
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
よ
。僕
な
ん
か
、

南
武
線
は
き
れ
い
に
な
っ
て

ほ
し
く
な
い
な
と
お
も
っ
て

る
く
ら
い
で
す
か
ら
。（
１

９
８
６
年
）」

　

も
と
も
と
人
間
は
不
完
全

な
も
の
だ
と
い
う
達
観
し
た

視
点
と
、
い
ろ
ん
な
人
間
が

寄
り
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
川
崎
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
が
、
太
一
の
作
品
に
影
響

を
与
え
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

神
奈
川
県
医
連

 

事
務
局
次
長　

岡 

琢
也
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読　者　の　広　場

列
島
の
下
に
沈
み
込
む
〇

〇
〇
〇
〇
溝

②　

皮
膚
な
ど

　
　

に
で
き
る

　
　

細
か
い
ス
ジ

③　

海
星
、

　
　

な
ん
て
読
む
？

④　

日
本
全
土
に
い
る
毒
蛇

⑤　

相
撲
の
負
け
、
ナ
ニ
が
付

く
？

⑥　

龍
の
〇
〇
〇
〇
は
竜

⑧　

個
人
が
経
営
す
る
診
療
所

⑫　

土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産

⑬　

東
京
―
長
崎
間
を
運
行
し

た
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の
名

称

⑮　

神
や
貴
人
に
つ
く
敬
称
。

　
　

須
佐
之
男
〇
〇
〇

⑯　

狐
は
〇
〇
〇
神

　
　

社
の
使
わ
し
め

⑰　

草
を
刈
る
農
具

⑱　

カ
リ
カ
チ
ュ
ア

⑲　

バ
ン
ビ
は
、
こ
の
動
物
の

子
ど
も
で
す

①　

犬
が
東
を

　
　

向
け
ば

　
　

尾
は
？

③　

女
の
子
の
幸
せ
を
祈
る
３

月
３
日
の
行
事

⑦　

３
月
14
日
は
義
理
で
も
ら

っ
た
人
も
お
返
し
す
る
〇

〇
〇
〇
デ
ー

⑨　

筋
道
が
通
ら
な
い
、
〇
〇

〇
苦
茶

⑩　

染
色
体
の
中
に
あ
る

⑪　

〇
〇
〇
症
が
急
増
中

⑬　

医
者
が
コ
レ
を
投
げ
た
ら

絶
望
か
も
？

⑭　

〇
〇
水
。
〇
〇
端
会
議

⑮　

現
在
よ
り
先

⑰　

ブ
ギ
の
女
王
と
し
て
、
朝

ド
ラ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

歌
手

⑳　

手
塚
治
虫
さ
ん
の
職
業

㉑　

〇
〇
〇
の
芝
生
は
青
く
見

え
る

①　

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
日
本

を

？具
溝ジ

〇

（７） ２０２４年３月１日 第６９１号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

第333回

い
き
ご
飯
茶
碗
を
作
り
ま
し

た
。
先
生
が
と
て
も
優
し
く

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
な

ん
と
か
で
き
ま
し
た
。
完
成

品
が
送
ら
れ
る
日
が
楽
し
み

で
す
。

毎
日
祈
っ
て
い
ま
す

　

川
崎
区　

神
保
幸
子

　

年
始
に
親
族
で
一
年
ぶ
り

に
食
事
を
し
ま
し
た
。
あ
た

り
ま
え
の
日
常
で
す
が
、
能

登
の
地
震
で
こ
れ
が
ど
ん
な

に
幸
せ
な
こ
と
か
痛
感
し
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
が

何
を
す
べ
き
か

高
津
区　

福
川
と
も
子
68

　

新
年
そ
う
そ
う
に
能
登
半

島
地
震
が
あ
り
目
を
覆
う
ば

か
り
で
す
。
自
分
は
、
何
を

す
べ
き
な
の
か
？
何
を
し
て

お
く
べ
き
な
の
か
？
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
と
り
あ
え
ず

は
、
ご
近
所
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お

こ
う
。

川
柳
の
楽
し
み

多
摩
区　

松
村
栄
子
82

　

み
ん
な
で
川
柳
大
賞
２
０

２
３（
な
に
げ
な
い
面
白
み
）

川
柳
、
書
い
て
み
た
い
が
書

け
な
い
私
、
パ
ン
チ
の
効
い

た
風
刺
、
何
気
な
い
日
常
の

ユ
ー
モ
ア
、
に
ク
ス
っ
と
笑

い
な
が
ら
毎
月
楽
し
み
に
読

ん
で
い
ま
す
。
顔
は
知
ら
な

い
の
に
、名
前
を
覚
え
た
り
、

特
に
「
多
摩
区
は
」
と
見
て

切
り
抜
き
し
た
り
し
ま
す
。

１
月
号
の
ま
と
め
の
好
評
も

と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
切
り

抜
き
し
ま
し
た
。

孫
と
陶
芸
教
室

幸
区　

小
川
智
子

　

先
日
孫
達
と
陶
芸
教
室
に

一
刻
も
は
や
く
さ
さ
や
か
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
毎

日
祈
っ
て
い
ま
す
。

や
る
気
ス
イ
ッ
チ

　

川
崎
区　

須
山
小
夜
子

　
「
健
康
川
柳
か
る
た
」
を

見
て
、
思
わ
ず
頷
い
た
り
、

元
気
を
も
ら
っ
た
り
、
私
も

ま
だ
ま
だ
で

き
る
と
や
る

気
ス
イ
ッ
チ

が
入
り
、
嬉

し
く
な
り
ま

し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

Ｆ

Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

ED ＦA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

丸
山
と
も
子
（
川
崎
区
）

吉
田
久
子

（
川
崎
区
）

山
田
惣
一

（
川
崎
区
）

石
原
敏
子

（
川
崎
区
）

朝
日
由
紀
子
（
幸　

区
）

数
沢
忍

（
幸　

区
）

浅
川
順
子

（
幸　

区
）

岡
村
正
義

（
中
原
区
）

辻
真
喜
愛

（
中
原
区
）

山
口
和
子

（
高
津
区
）

渡
辺
正
子

（
高
津
区
）

瀧
澤
祐
幸

（
高
津
区
）

田
中
裕
美

（
宮
前
区
）

大
国
次
子

（
宮
前
区
）

小
嶋
愛
子

（
多
摩
区
）

鈴
木
孝
法

（
多
摩
区
）

辰
口
琴
江

（
多
摩
区
）

笹
木
広
澄

（
麻
生
区
）

木
下
明
子

（
麻
生
区
）

渡
辺
蓉
子

（
麻
生
区
）

森
智
美

（
市　

外
）

〈
敬
省
略
〉

　

新
年
号
の
答
は
「
ト
シ
コ

シ
ソ
バ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
２
６
９
人
（
正
解
は
２
６

１
人
）。
内
訳
は
川
崎
区
１

３
３
人
・
幸
区
20
人
・
中
原

区
18
人
・
高
津
区
22
人
・
宮

前
区
12
人
・
多
摩
区
27
人
・

麻
生
区
23
人
・
市
外
６
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

小
泉
し
づ
子
（
川
崎
区
）

　

大
沼
真
早
美
（
川
崎
区
）

　

池
上
朝
陽

（
川
崎
区
）

　

矢
島
幸
子

（
川
崎
区
）

　

清
野
美
栄
子
（
川
崎
区
）

　

山
口
毅

（
川
崎
区
）

　

関
節
子

（
川
崎
区
）

　

遠
西
あ
い

（
川
崎
区
）

　

大
森
は
る
か
（
川
崎
区
）

331回

答え「トシコシソバ」
　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
療

生
協
新
聞
へ
の
感
想
や
近
況

を
余
白
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、

川
柳
は
ひ
と
り
、
一
句
、
既

に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続
10

回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に
も

贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り
は

３
月
25
日
、
発
表
は
５
月
号

紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

川
崎
医
療
生
協
本
部
３
階

編
集
委
員
会

ベ
ビ
ー
カ
ー
？
近
く
で
見
た
ら
犬
が
居
り　
　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
75

屋
根
裏
で
今
年
も
眠
る
雛
人
形　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

遊
佐
ミ
チ
子
94

キ
ッ
ク
オ
フ
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
と
や
や
こ
し
い　
　

幸　

区　

長
澤
昭
子
82

凧
作
り
場
所
を
さ
が
し
て
日
が
暮
れ
る　
　
　
　

市　

外　

森
智
美

ふ
え
な
い
で
シ
ワ
と
体
重
神
だ
の
み　
　
　
　
　

麻
生
区　

Ｓ
・
Ｈ

明
日
は
我
教
え
て
ナ
マ
ズ
避
難
時　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

髙
山
富
恵
70

殺
さ
な
い
で
と
ガ
ザ
の
幼
子
大
き
な
目　
　
　
　

中
原
区　

菊
地
結
貴
子

元
旦
に
酷
い
よ
竜
さ
ん
大
暴
れ　
　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

藤
田
康
代
89

節
分
も
歳
の
数
ほ
ど
豆
喰
え
ん　
　
　
　
　
　
　

多
摩
区　

鈴
木
孝
法
72

熊
さ
ん
も
眠
れ
ぬ
地
球
沸
騰
化　
　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

佐
藤
實
87

　

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
よ
く

聞
き
ま
す
が
、
裏
金
は
英
語
で
な
ん

て
い
う
の
か
な
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

横
断
歩
道
で
は

　

中
原
区　

由
良
直
子

　

月
２
回
行
っ
て
い
る
小
学

生
の
交
通
安
全
見
守
り
で
、

横
断
歩
道
で
止
ま
っ
て
く
れ

る
車
は
な
か
な
か
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
朝
で
忙
し
い
の
で

し
ょ
う
。
会
社
名
の
入
っ
た

車
も
多
く
通
る
の
で
止
ま
っ

て
く
れ
る
と
、
そ
の
会
社
に

も
好
感
が
も
て
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
も
し
か
り
！
乗
る
な
ら

こ
の
会
社
の
タ
ク
シ
ー
に
し

た
い
も
の
で
す
。
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〝
東
京
の
空
が
真
っ
赤
だ
っ

た
〞。
昭
和
20
年
３
月
10
日
の

朝
、
大
人
た
ち
の
会
話
を
耳
に

し
て
い
た
こ
と
を
う
っ
す
ら
覚

え
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
70
〜

80
㎞
離
れ
て
い
る
茨
城
県
の
大た

い

宝ほ
う

村
と
い
う
片
田
舎
で
、
祖
母

た
ち
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
４

歳
４
ヵ
月
の
私
は
、
東
京
大
空

襲
で
母
と
妹
が
死
ん
だ
こ
と
な

ど
知
る
由
も
な
く
悲
し
み
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
20
年
に
な
っ
て
空
襲
警

報
の
回
数
が
増
え
、
母
は
１
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
妹
と
私
を

連
れ
、
田
舎
に
身
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。
３
月
に
な
っ
て
母
は

ア
パ
ー
ト
の
当
番
と
か
で
私
を

田
舎
に
残
し
再
び
上
京
し
ま
し

た
が
、
あ
の
東
京
大
空
襲
で
二

度
と
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
祖
父
が
日
を
あ
け

ず
母
た
ち
を
探
し
に
行
っ
た
も

の
の
、
ア
パ
ー
ト
は
跡
形
も
な

く
、
焼
け
た
だ
れ
た
三
輪
車
が

こ
ろ
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
江
東
区
史
の
空
し
ゅ
う
体

験
」に
は「
３
月
10
日
の
朝
は
、

夜
来
の
風
は
止
ん
で
見
渡
す
か

ぎ
り
の
焼
跡
。
立
木
だ
け
が
く

す
ぶ
り
に
ぶ
い
太
陽
が
光
っ
て

い
た
。
３
メ
ー
ト
ル
幅
の
用
水

堀
の
中
に
立
っ
た
ま
ま
の
溺
死

者
。
消
防
車
に
は
ハ
ン
ド
ル
を

に
ぎ
っ
た
ま
ま
運
転
手
が
焼
死

し
て
い
た
」
と
あ
り
ま
す
。
私

の
母
は
ど
こ
を
ど
う
逃
げ
た
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
２
０
０
９
年
に
、
65
年

ぶ
り
に
生
ま
れ
た
東
京
都
深
川

区
平
久
町
を
３
、
４
歳
の
記
憶

を
頼
り
に
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

私
が
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト

は
、
都
電
の
走
っ
て
い
る
大
き

な
通
り
か
ら
橋
を
渡
り
、
一
つ

目
の
路
地
を
左
に
折
れ
す
ぐ
の

所
で
、
２
階
の
窓
を
開
け
る
と

す
ぐ
下
に
は
川
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ア
パ
ー
ト
の
横
に
は
防
空
壕

が
あ
り
、
空
襲
の
た
び
に
出
入

り
し
て
い
ま
し
た
。
道
路
を
は

さ
ん
だ
向
か
い
の
お
店
は
ア
サ

リ
屋
さ
ん
で
、
母
が
い
つ
も
親

し
く
話
を
し
て
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

平
久
町
と
い
う
町
名

は
、
交
番
で
も
深
川
警

察
署
で
も
わ
か
ら
ず
、

江
東
区
役
所
を
訪
ね

て
、
江
東
区
史
と
当
時

の
地
図
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
う
や
く
平
久

町
１
丁
目
１
番
地
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
木
場
６

丁
目
に
な
っ
て
お
り
、

私
の
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
あ

た
り
に
は
６
階
建
て
の
ビ
ル
が

建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
深
川
は
、
仙
台
堀
川
や

横
十
間
川
な
ど
江
戸
時
代
に
つ

く
ら
れ
た
川
が
無
数
に
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
た
町
で
す
。
水
の
都

と
も
い
わ
れ
て
い
る
庶
民
の
町

を
Ｂ
―
29
爆
撃
機
で
襲
い
、
10

万
人
余
り
の
命
を
奪
っ
た
米
軍

を
決
し
て
許
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
で
も
沖
縄
や
横
須
賀
の
米

軍
基
地
を
拠
点
に
軍
事
訓
練
を

実
施
し
中
国
と
の
軍
事
衝
突
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
情
勢

に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
東
京
大
空
襲
は
後
世
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

江
戸
庶
民
の
好
奇
心
を
煽
る
商
業
ア
ー
ト

「
浮
世
絵
に
み
る
異
国
」展　

川
崎
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

　

幕
末
の
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機

に
鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
転
換
す

る
社
会
の
変
化
を
浮
世
絵
か
ら

検
証
す
る
「
浮
世
絵
に
み
る
異

国
」
展
が
、
Ｊ
Ｒ
・
京
急
川
崎

駅
近
く
の
川
崎
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
の
庶
民
に
と
っ
て
、
開

国
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
西
洋

の
人
々
や
文
化
に
直
接
接
す
る

こ
と
は
な
く
、
伝
聞
な
ど
に
よ

っ
て
想
像
を
広
げ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
高
ま
る
興
味
関
心
に

応
え
た
の
が
、
商
品
と
し
て
流

通
し
、
庶
民
の
娯
楽
で
あ
り
情

報
を
得
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
浮
世
絵
で
し
た
。

　

浮
世
絵
の
絵
師
た
ち
は
、
西

洋
文
化
や
人
を
題
材

に
作
品
を
描
く
と
と

も
に
、
遠
近
法
や
陰

影
法
な
ど
の
西
洋
の

技
法
や
画
材
を
採
り

入
れ
て
い
き
ま
し

た
。
描
か
れ
た
作
品

の
な
か
に
は
、
お
よ

そ
事
実
と
は
異
な
る

も
の
も
あ
り
、
当
時

の
人
々
は
、
実
在
と

空
想
の
区
別
が
な
い

ま
ま
浮
世
絵
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

本
展
で
は
、
幅
広
く
収
集
さ

れ
た
約
５
５
０
０
点
の
作
品
か

ら
、
西
洋
文
化
の
影
響
を
示
す

貴
重
な
資
料
を
解
説
・
展
示
し

て
い
ま
す
。
額
装
さ
れ
た
作
品

の
ほ
と
ん
ど
は
、
ま
じ
か
に
見

る
こ
と
が
で
き
、
浮
世
絵
制

作
者
で
あ
る
絵
師
の
セ
ン

ス
、
彫
師
や
摺す

り

師し

の
技
術
を

堪
能
で
き
ま
す
。

　

展
示
作
品
に
は
、
武
者
絵

で
人
気
を
博
し
江
戸
を
代
表

す
る
絵
師
と
評
さ
れ
た
歌
川

国
芳
が
、
中
国
の
孝
行
者
の

物
語
を
描
い
た
「
唐も

ろ

土こ
し

廿に
じ
ゅ
う

四し

孝こ
う

」
の
シ
リ
ー
ズ
や
、
舶
来

動
物
の
見
世
物
や
サ
ー
カ
ス

の
興
行
を
記
録
し
た
も
の
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
浮

世
絵
の
代
表
的
な
画
題
で
あ

る
風
景
画
や
美
人
画
と
は
異

な
る
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

会
期
は
２
期
に
分
か
れ
、
前

期
展
は
３
月
10
日
ま
で
で
、
作

品
を
保
護
す
る
た
め
の
入
れ
替

え
の
後
、
後
期
展
が
同
月
16
日

か
ら
４
月
14
日
ま
で
開
か
れ
ま

す
。

伝えたい思い
日吉支部　大山　啓

ひろ

仁
ひと

東京大空襲で母と妹をなくして

私の戦争体験 112

空襲により焦土と化した東京（出典：ウィキメディア・コモンズ）

歌川芳虎『小人国』
公益社団法人 川崎・砂子の里資料館所蔵

㊤日記初巻表紙（鈴木快輔家資料）、㊥日
記の修復、㊦博物館外観
※㊤㊥神奈川県立歴史博物館所蔵

「
藤
助
さ
ん
と
幕
末
」展
が
県
立
博
物
館
で
無
料
公
開
中

１
０
０
万
都
市
江
戸
を
支
え
た
川
崎
の
村
の
記
録

「
鈴
木
藤
助
日
記
」修
復
を
経
て
公
開

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時

代
中
ご
ろ
ま
で
の
農
村
の
暮
ら

し
や
時
代
の
変
化
な
ど
を
農
民

の
視
点
で
記
録
し
た
鈴
木
藤
助

の
日
記
と
そ
の
時
代
背
景
を
紹

介
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
藤

助
さ
ん
と
幕
末
」
が
、
神
奈
川

県
立
歴
史
博
物
館
で
無
料
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
鈴
木
藤
助
日
記
」
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
の
日
記
は
、
武
蔵

国
橘
樹
郡
長
尾
村
（
現
川
崎
市

多
摩
区
長
尾
・
宮
前
区
神
木
本

町
）
で
質
屋
・
醤
油
醸
造
業
を

営
ん
で
い
た
鈴
木
藤
助
が
、
１

８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
６
月
の

ペ
リ
ー
来
航
を
き
っ
か
け
に
書

き
始
め
、
戊
辰
戦
争
や
明
治
維

新
な
ど
の
激
動
の
時
代
を
経
て

大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ

た
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
ま

で
続
き
ま
し
た
。

　

日
記
は
、
長
尾
村
や
日
々
の

商
売
を
は
じ
め
、
現
存
す
る
等

覚
院
な
ど
寺
社
と
の
か
か
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
農
村
の
日
常
か
ら
、
地

震
・
天
体
現
象
・
感
染
症
な
ど

の
で
き
ご
と
に
お
よ
ぶ
記
述

は
、
地
域
史
や
自
然
科
学
の
貴

重
な
研
究
材
料
と
し
て
注
目
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、
県
立
博
物
館

は
「
鈴
木
藤
助
日
記
」
を
含
む

鈴
木
家
文
書
を
同
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
の
を
受
け
、
劣
化
し
た

資
料
を
修
復
す
る
な
ど
し
て
公

開
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
常
設
展
示
室
（
入
館
料

が
必
要
）
で
は
、「
旅
す
る
藤

助
さ
ん
」
と
銘
打
ち
、
藤
助
の

信
仰
や
保
養
を
目
的
と
し
た
旅

路
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
当

時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
が
備

え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
１
０
０

万
都
市
と
い
わ
れ
る
江
戸
を
支

え
た
神
奈
川
の
役
割
を
再
確
認

で
き
る
資
料
の
展
示
も
あ
り
、

地
域
の
歴
史
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
公
開
は
３
月
24
日

ま
で
。
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